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問 1（50 点） 
 国連大学事件（東京地裁 1977（昭和 52）年 9 月 21 日決定）と同一の紛争が今日生じ

たとすると、日本の裁判所は裁判権免除に関してどのような判断を示すべきか、論ぜよ。 
 
 【参考】国連大学事件の事実概要 

 原告は、被告国際連合大学に、「雇用期間は 3 か月、ただし特段の事情のない限り期間満

了と共に更新される」という条件で秘書として採用され勤務してきたが、雇用開始から 2 か

月半後に、被告国際連合大学は原告に対してこの雇用契約を更新しない旨の意思表示を行

った。原告は、これを更新拒絶権の濫用として無効であると主張し、本訴に先立って地位保

全の仮処分を求めた。 

 
 

問 2（50 点） 
 国連安保理決議 1373 (2001)および 1540 (2004)は、本来であれば多数国間条約におい

て定められるべき一般的な内容を含んでいると指摘される。決議 1540 (2004)が採択さ

れる数日前の理事会において、インドネシア代表は次のように述べた。 
 

“[W]e are of the opinion that legal obligations can only be created and assumed on 
a voluntary basis. Any far-reaching assumption of authority by the Security Council 
to enact global legislation is not consistent with the provisions of the United Nations 
Charter.” (U.N. Doc. S/PV.4950, 22 April 2004, p. 31) 

 
 あなたはインドネシア政府の法律顧問であり、このインドネシアの立場を正当化する

議論を立論することを求められている。予想される反論に答えつつ、立論せよ。日本語

で作成して構わない。 
  



 
【参考】国連憲章関連条文 
 
Article 1 

The Purposes of the United Nations are: 

1. To maintain international peace and security, and to that end: to take effective collective 
measures for the prevention and removal of threats to the peace, and for the 
suppression of acts of aggression or other breaches of the peace, and to bring about by 
peaceful means, and in conformity with the principles of justice and international law, 
adjustment or settlement of international disputes or situations which might lead to a 
breach of the peace; 

2. To develop friendly relations among nations based on respect for the principle of equal 
rights and self-determination of peoples, and to take other appropriate measures to 
strengthen universal peace; 

3. To achieve international co-operation in solving international problems of an economic, 
social, cultural, or humanitarian character, and in promoting and encouraging respect 
for human rights and for fundamental freedoms for all without distinction as to race, 
sex, language, or religion; and 

4. To be a centre for harmonizing the actions of nations in the attainment of these common 
ends. 

 

Article 24 

1. In order to ensure prompt and effective action by the United Nations, its Members 
confer on the Security Council primary responsibility for the maintenance of 
international peace and security, and agree that in carrying out its duties under this 
responsibility the Security Council acts on their behalf. 

2. In discharging these duties the Security Council shall act in accordance with the 
Purposes and Principles of the United Nations. The specific powers granted to the 
Security Council for the discharge of these duties are laid down in Chapters VI, VII, 
VIII, and XII. 

3. The Security Council shall submit annual and, when necessary, special reports to the 
General Assembly for its consideration. 

 

Article 25 

The Members of the United Nations agree to accept and carry out the decisions of the 
Security Council in accordance with the present Charter. 

 



第 1 条 
国際連合の目的は、次のとおりである。 
1. 国際の平和及び安全を維持すること。そのために、平和に対する脅威の防止及び除去

と侵略行為その他の平和の破壊の鎮圧とのため有効な集団的措置をとること並びに

平和を破壊するに至る虞のある国際的の紛争又は事態の調整又は解決を平和的手段

によって且つ正義及び国際法の原則に従って実現すること。 
2. 人民の同権及び自決の原則の尊重に基礎をおく諸国間の友好関係を発展させること

並びに世界平和を強化するために他の適当な措置をとること。 
3. 経済的、社会的、文化的又は人道的性質を有する国際問題を解決することについて、

並びに人種、性、言語又は宗教による差別なくすべての者のために人権及び基本的自

由を尊重するように助長奨励することについて、国際協力を達成すること。 
4. これらの共通の目的の達成に当って諸国の行動を調和するための中心となること。 
 
第 24 条 
1. 国際連合の迅速且つ有効な行動を確保するために、国際連合加盟国は、国際の平和及

び安全の維持に関する主要な責任を安全保障理事会に負わせるものとし、且つ、安全

保障理事会がこの責任に基く義務を果すに当って加盟国に代って行動することに同

意する。 
2. 前記の義務を果すに当たっては、安全保障理事会は、国際連合の目的及び原則に従っ

て行動しなければならない。この義務を果すために安全保障理事会に与えられる特

定の権限は、第 6 章、第 7 章、第 8 章及び第 12 章で定める。 
3. 安全保障理事会は、年次報告を、また、必要があるときは特別報告を総会に審議のた

め提出しなければならない。 
 
第 25 条 
国際連合加盟国は、安全保障理事会の決定をこの憲章に従って受諾し且つ履行すること

に同意する。 
 
 
 

以上 


